
県道（春日井瀬戸線の内、都市緑化植物園から県道内津勝川線までの 1.8km 区間）の清掃美化活動を行っています 
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 みろく山麓から  

写真 1 粗大ごみ+燃やせるごみ （みどりの森で※） 

令和 4年 12月 15日 

第 3 号 

みどりのまちづくりグループ 

53ゼロ会 

ゴミ拾いを週 2 回で実施！ 

前回の調査で、年間計画の、3 ヶ月毎（年 4 回）で

は、とてもキレイは保てないだろうということが分

かり、今回は週 2 回巡回パトロールを行ってみま

した。その結果、キレイさの点では、“毎日”に比

べてもそれほどの悪化は感じられませんでした。一

方、この約 2 ヶ月間での回収ゴミの量は、可燃ごみ

は指定袋（45ℓ）で 23 袋、缶は 90ℓ袋で 2 袋、 

瓶は土嚢袋で 4 袋になりました。粗大ごみは、業務

用掃除機 1 個、そして、市の焼却施設向いの県道脇

に不法投棄されてあった洗濯機 1 個、チャイルドシ

ート 1 個、テレビ 1 個、電熱ヒーター1 個。大型車

用ホイール 1 個、小型車タイヤ 2 個などなどでし

た。洗濯機以外はどれも随分古そうなものでした。

また、12/13 の全体活動はあいにくの雨で中止とな

りました。次回活動日 2/19 のために楽しみは取っ

ておきましょう。週 2 の巡回パトロールの相方の Y

さんと「ポイ捨てゴミが減ったように気がするけ

ど・・・」「さあ。散乱後ゴミが減っているから、ゴ

ミがゴミを呼ぶということは減ってるんでしょう

ね」「こうやって拾っているところを見せるのも意

味があるよ」などと話していましたが、ホントはど

うなんでしょうね？ちょっと計算してみました。裏

面をご覧ください。まだまだ見通しの利く季節が続

きます。今後も環境美化に取り組んでいきます。 

※みどりの森：都市緑化植物園北門から北 200m の県道西

側、市から借用のみどりのまちづくりグループの活動拠点。 

12/5 日、当会の念願である看板を設置しました。

「当会はゴミ拾い会ではない！不法投棄を撲滅す

ることだ！」という高邁な理想を掲げております。

ということで看板設置が一つの手段となります。今

回は岩ケ根上池の水利組合長さんに市の河川排水

課さんから話をしていただいて了解をいただきま

した。ありがとうございます。みんな見てね！！「そ

んな小さな看板では見えないよ！」ですって？それ

はスピードの出し過ぎです。ゆっくり走ればちゃん

と見えますって。それに、カーブ内側の除伐・草刈

りをして看板だけでなく対向車もよっく見えるよ

うにしましたからね。安全運転してくださいね！！ 
写真 2 標語発案者 Y さんと看板 （岩ケ根上池横） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
発行元： みどりのまちづくりグループ 53 ゼロ会 長谷川昇 住所：坂下町 5-1215-367 

携帯：090-4465-5171 （みどりのまちづくりグループ https://midorinomachi.jimdo.com） 

 

●ゴミ拾いボランティア募集！！一緒にゴミ拾いしませんか！！実施日時 2 月 19 日（日）9：

15~12：00 集合場所：春日井市少年自然の家駐車場 活動場所：県道沿道及び西尾町岩ケ根

上池付近の小川 内容：不法投棄のゴミ（缶、ペットボトル、粗大ゴミ）の回収分別 注意点：

服装は汚れても良い作業用のもの、長靴を着用してください。軍手、ゴム手袋は貸与します。

募集締切 1 月 17 日(ボランティア保険加入手続きのため、氏名・年齢・住所必須です)。 

◎お知らせ：11月 1日～12月末：ささえ愛センターのロビーで第二回ゴミゼロ活動の動画を発信中！ 

 

山のペットボトルが海洋プラスチックに？ 

みどりのまちづくりグループでは、他にもゴミ拾

い環境美化活動を行っています。例えば庄内川ア

ダプト。他のボランティアグループと分担し庄内

川河川敷のゴミを拾ってます。当グループの担当

は上条町の河川敷です。増水時に上流から流れて

きたペットボトルが川岸の葦などに大量に引っ

かかっています。そこで「この川岸にあるのは恐

らく一部分で、大部分は、名古屋港、伊勢湾、太

平洋か？・・エエッツ・・これって海洋プラスチ

ック？」ですよねえ。この時まで、海洋プラスチ

ックというのは、悪い奴らが海にプラスチックご

みを抛り込んでいるのだと思っていましたが、ど

うもあさはかな考えの様です。海洋プラスチック

というのはカメさんが漁網に絡まったり、ビニー

ル袋を飲み込んだりで可哀そうなことになるば

かりではありません。プラスチックは太陽光線＝

紫外線でボロボロ、バラバラと小さな粒になりま

すが、これがダイオキシンの様な毒性の高い汚染

物質を良く吸着します。次に、これを小魚が飲み

込み、大魚が、そして人間がと、いわゆる食物連 

中日新聞に当会活動が紹介されました！ 12/7 中日新聞近郊版に、みどりのまちづくりグループ 53 ゼロ会の

活動の紹介記事が掲載されました。ありがとうございます。県道春日井瀬戸線の不法投棄のゴミの状況を、

少しでもたくさんの方に知っていただき、関心を持っていただければ、不法投棄は必ず減ると信じています。 

みんな見てるぞ！！  ごみゼロの県道を、街を、そしてゴミの無い春日井市を！！ 

なんと！ポイ捨て量が変っていない？ 

もやせるゴミで比べてみると、前回は 84 日間で 33 袋（市指定 45ℓ）今回は 55 日間で 23 袋（同）というデ

ータです。各 10 日間当たりで見てみると、前回 3.9 袋、今回 4.2 袋で、両者とも大体 4 袋という結果になり

ました。新規ポイ捨て量は変わっていない？細かい話を言うと、拾っているゴミは、道路上やＵ字溝中の新

しいゴミだけではなく、路傍に見えるものは見逃すわけには行きませんということで、土や枯草に半ば埋も

れ隠された古いものも回収することになります。もう少し長い目で調べてみたいと思います。 

鎖で回りまわって人間に健康被害を及ぼすことが心

配されています。さて、庄内川のペットボトルはど

こから来たのでしょう。と、みろくの森の県道のゴ

ミ拾いをしている私が今掴んでいるペットボトル。

おまえか？ええッと、おまえは風で飛ばされてＵ字

溝に落ち、雨が降ると流されて、小川に、そして貯

め池に、そして更に下流に、遮るものはないと、行

くね、庄内川まで。そして海まで。なんと、山のポ

イ捨てゴミが海洋プラスチックになるのですね。美

観だけの問題ではないようです。ポイ捨てはダメ！ 

写真 3 漁網に絡まった亀 JAMSTEC の HP から 

https://midorinomachi.jimdo.com/

